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みずほの大型の海外出資は６年ぶりだ

ベトナムスマホ決済最大手に出資、みずほが発表

　みずほ銀行は21日、ベトナムのスマートフォ
ン決済最大手、Ｍサービスに出資したと正式発表
した。20日付で同社の株式の7.5%を取得した。
出資額は１５０億～２００億円程度とみられる。
今後も成長が期待できるアジアでのリテール戦略
をデジタル面から強化する。

　Ｍサービスは決済サービス「モモ」を展開し、
２０００万人超が利用する。ベトナムで５割を超
える市場シェアを生かし、複数サービスを１つの
アプリから利用できるスーパーアプリを運営して
いる。みずほはベトナムの大手銀ベトコムバンク
にも出資しており、モモとの連携により伝統的金
融とデジタルサービスの融合を進める。

　みずほは財務体質の改善を優先しこれまで大型の海外出資を控えてきたが、アジアの成長力を積極的
に取り込む戦略に転換する。特にベトナムは今後も潜在的な経済成長の余地が大きいと期待されてい
る。スマホの普及率は高いが銀行口座を持たない層も多く、アプリを起点とした金融包摂への貢献をめ
ざす狙いもある。
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